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　おもな登場人物







　リアン・エストレイア

　エストレイア王国の第三王子。亡国の王女との間に生まれたため扱いが難しく、足が不自由なために要職にもつけず、「お荷物王子」と噂されて肩身の狭い思いをしている。

　襟足まで伸びた茶色い髪とこはく色の目を持った平凡な少年。十八歳。




　グレアム・ロッドフォード

　ロッドフォード家の次男で、元王宮騎士。

　黒髪と水色の目を持つ精悍な青年。戦で将軍としてロッドフォード家の騎士を率いて戦い、功績を上げる。以前よりも風格が増した。二十三歳。

　リアンの怪我の原因となったことをつぐないたいのと愛情から、おもに空回っている。




　フォーレ

　リアンの従者。亡国イストでは、王族に仕える侍従一族の出だった。

　リアンに並々ならぬ忠義を捧げている。クールそうに見えて、短気で喧嘩っ早い。




　エイデン

　グレアムの側近。騎士団副団長兼補佐官であり、幼馴染。

　かなり有能で愛妻家だが、グレアムに対し、主あるじにしては遠慮ない物言いをする。なんだかんだとグレアムを支えている。








　序章　三年前の事件







　快晴の空の下、エストレイア王国の王宮にある広々とした馬場うまばに、第三王子リアンの明るい声が響く。

「見てよ、グレアム！　上手く乗れたよ！」

　襟足えりあしで優美に整えた茶色い髪をふわりと揺らし、リアンはこはく色の目を生き生きと輝かせる。十五歳の少年にしては細い体なので、軍馬は巨体すぎて、あぶみに足をかけて乗るだけでやっとだ。

　試行錯誤を繰り返し、ようやく背に上がった達成感で、リアンは自然と笑みを浮かべた。

「ご自分の力で、よくぞやり遂げました。ご立派ですよ、リアン様」

　葦毛あしげの馬の首を押さえ、乗馬に付き添っているのは、グレアム・ロッドフォードだ。リアンより五歳年上で、ロッドフォード侯爵家の次男であるため、リアンの年齢ですでに王宮の騎士団に入り、立派な一人前の騎士となったという。

　短い黒髪と精悍せいかんな水色の目が凛々しく、少々不愛想であるのが玉にきずなものの、その美男子ぶりから多くの女性達に黄色い声を上げさせている。当の本人は気にしたふうもなく、淡々と仕事をこなしていた。

「グレアムが付き添ってくれているから、安心して練習できたんだ。ありがとう」

　あまり活発な性質ではないため、日焼けしていない肌は白いものの、リアンは腹違いの二人の兄に比べれば、凡庸ぼんような見た目をしている。それでも、素直な性格から、王宮の宮人には慕われていた。

「もったいないお言葉でございます」

　面はゆそうに目を細め、グレアムは礼を返す。

　いくらグレアムが若手の騎士とはいえ、第三王子の世話なんて面倒だろうに、律儀に指南してくれる辺り、良い人だ。傍仕えに選ばれたのが彼で良かったと、内心でつぶやく。

　リアンは自分に仕えても旨味うまみが無いことを、よく知っている。

　リアンの母は、エストレイア王国の隣、敵国カタルアに滅ぼされた小国の王女だ。この国に少ない使用人とともに亡命ぼうめいし、憐れんだ国王が側そく妃ひとして迎えたおかげで、静かに生活できている。

　王妃はエストレイアの公爵家の娘であるため、身分はリアンの母のほうが高いが、後ろ盾は無いので、リアンの立場は宙ぶらりんだ。二つの王家の血を継ぐために、おいそれと臣下の養子にもできないため、将来的には領地と爵位を与えられて臣籍しんせきにくだると思われている。

　リアン自身、王になる野望もない。平凡なのは、能力も同じだ。王の器ではないことは、よく分かっていた。

「グレアム、私が馬に乗れるようになったら、兄上の傍仕えになれるように口をきくよ」

「リアン様、そのような気遣いは結構でございます。私はリアン様にお仕えできて、うれしく思っております。あなたは一生懸命なので、教えがいがありますから」

「お世辞でも、そう言ってもらえるとありがたいよ」

　リアンがそう返すのを聞きながら、グレアムは手綱を引いて、馬を歩かせる。リアンが乗馬に慣れてくると、グレアムは馬場をゆっくりと歩くように指導した。

「リアン様、背筋はまっすぐに。大丈夫ですよ、この馬は賢いので、怖ければ手綱を引いて止まるように指示してください」

「分かった」

　緊張を浮かべながら、リアンは馬を歩かせる。馬はのんびりと進んでいく。

「そのまま一周して戻ってきてください」

「はい」

　グレアムから遠のいたことに、ひそかに焦る。どうすれば馬があちらに戻るだろうかと思ったが、賢い馬は勝手に馬場をぐるりと一周した。

　そしてあと少しでグレアムのもとにたどり着くというところで、突然、馬はつんざくようないななき声を上げた。

「ヒイインッ」

「わああっ」

　馬が前脚を振り上げる。その予想もしない動きに、リアンはあっけなく地面へと放り出された。

　固い地面に背中から落ちて、息が詰まる。

「リアン様！」

　グレアムが叫ぶ声を聞きながら、リアンは痛みをやり過ごそうとして、ハッと顔を上げる。馬は興奮して暴れており、その太い足がこちらに向かってきた。

　左足に灼熱しゃくねつの痛みが走る。あまりの激痛に動けないでいると、ようやくグレアムが馬を押さえた。

「どうどう！」

「王子様、グレアム様！」

　騒ぎを聞きつけた馬丁が、すぐさまグレアムに代わって馬を落ち着かせる。入れ替わりに、グレアムがリアンの傍にひざまずいた。

「リアン様！　すぐに医師のもとにお連れしますから！」

　リアンの左足は、ズボンが血でにじんでいる。一目見て分かる大怪我に狼狽しながら、グレアムはリアンを抱えて、医師のもとへと駆けだした。

「グレア……大丈夫……だから……」

　もうろうとする意識の中、リアンは必死に「大丈夫だ」と繰り返す。教えている最中に王子が大怪我をしたのだ。いくら侯爵家の息子でも、グレアムは処罰を受けるだろう。グレアムが傍仕えになり、まだ一年も経っていないが、リアンはグレアムを兄のように慕っていた。

「大丈夫……」

「リアン様、しっかりしてください！　リアン様！」

　結局、リアンは医師のもとに着く前に気を失った。

　二日後、怪我による高熱を出して寝こんだリアンが気づくと、すでにグレアムの姿は傍になかった。

医者によると、馬場にはなぜか釘が埋められており、馬の脚に刺さって、馬が大暴れしたらしい。犯人は不明のままだったが、グレアムは責任をとり、王宮騎士団を辞職させられたという。

　部屋で一人になると、リアンは静かに涙をこぼした。

　グレアムは王宮騎士として、これから明るい未来が待っていたのに、それが閉ざされてしまった。

「ごめんなさい、グレアム。いつか謝らせて……」

　リアンは手紙を送ったが、返事が来ることはなかった。














　一章　騎士の凱旋







　ひっそりと静かな裏庭で、リアンは草花にじょうろで水をやっていた。午後のおだやかな光が反射して、彩いろどりを添える。

「リアン様、手ずから水をやらずともよろしいですのに」

　傍で杖を持って控えている従者のフォーレ・レンドアが、今日も不服げにつぶやく。

　彼はリアンより二歳年上の二十歳で、物静かなので、年齢よりも落ち着いて見える。彼はリアンの母がいた亡国ぼうこくイストでは、王家に代々仕える侍従の一族であり、忠誠心にあつい。

　母はリアンが十二歳の時に亡くなり、イスト人の家臣達は、リアンを嫌う王妃の策略で次第に傍を離れ、とうとうフォーレだけになった。彼は立場や給与などの甘い言葉にそそのかされず、例え財がなくとも、リアンの傍にいると息巻いている。

「フォーレ、毎日、同じことを言っていて飽あきないの？」

　リアンは思わず質問した。

　フォーレはイスト人らしい茶色の髪と緑の目をしていて、すっと通った鼻と左目の下の泣きぼくろが印象的だ。それ以外は、どこにでもいそうな地味な雰囲気であるのに、性格は石のように頑固だった。

　彼は王族が自分の手で園芸をするなんてみっともないと、いつも憤慨している。それでも無理矢理やめさせようとしないのは、リアンが寂れた離宮に追いやられ、園芸を心のなぐさめにしているからだ。冷たく見えて、優しいところがあるのだ。

「何度でも申し上げます。王族としてのお振舞いをなさらなければ、下々の者に示しがつきませんから」

「ああ、言うんじゃなかった。分かってるから、そんなに怒らないでよ」

　ついでに付け足すと、フォーレは怒りっぽくて気が短い。もし身分の低い者がリアンを馬鹿にしたら、すぐさま殴なぐりかかっていくほどだ。リアンはフォーレが問題を起こさないように、王族として品位をたもって過ごすように心がけている。

「植物を見ていると心がなごむんだ。彼らは悪口を言わないし、私が世話をしなければ枯れてしまうだろう？」

「庭師の仕事です」

「この離宮にいる使用人は、フォーレと下女げじょが二人だけだと知っているだろうに」

「王宮から呼びつけてやればいいのです。陛下へいかに相談なさいませ」

「あまり父上に面倒をかけたくないんだよ。ただでさえ、お荷物王子だと手を焼いておられるんだから」

「あなたの母君を側そく妃ひに迎えられたのは、陛下ですよ。父親として、子どもの援助をするのは当然ではないですか」

　フォーレの言うことは正論だが、リアンはやはり気が引ける。

　リアンは使い終えたじょうろをフォーレに差し出し、代わりに杖を受け取った。

　三年前、あの馬場で大怪我をしたリアンは、左足を痛めた。骨折で済めば良かったが、よりによって健けんを痛めてしまい、あれ以来、杖がなくては歩くのにも支障がある。走るなどもってのほかで、自然と屋内で過ごすことが多くなり、日焼けしないせいで、肌は青白く見えるほどだ。

　この怪我にはリアンも落ちこんで、半年ばかりは部屋に引きこもっていた。それ以上に、傍仕えの騎士だったグレアムが辞職したことがこたえていたのだ。

　それでも王子として、最低限の務つとめは果たしていたのだが、父王はリアンに仕事をさせたがらなかった。側妃として迎えた母を愛していた父は、リアンのことも大事にしてくれている。しかし、怪我のせいで要職につけられず、どこかに婿むこ入りさせて子どもを作らせると、亡国の者が国の再興に担ぎ上げて問題になるかも知れず、扱いに困り果てていた。

　そういうわけで、リアンをはれもののように扱い、離宮で養生するようにと言い渡したのだった。

　当初、この離宮はイスト人の傍仕えであふれていたが、王妃のせいでほとんどいなくなり、屋敷の維持に手が回らなくなった。父王に相談すればすぐに使用人を補充してくれるだろうが、役に立たない自分のために国の財産を使わせるのが忍びなく、リアンはこの貧乏暮らしを受け入れていた。

「生活するのに困ってはいないし、私が豊かになると、王妃様のお心が荒れるのであれば、ここでこうしているので構わないよ。それに、社交に出ないで済むのは気楽だしね」

　それは本音だ。

　社交界に出ると、お荷物王子と陰口をされたり、堂々と嫌味を言われたりするので、リアンには針のむしろだ。

「お優しいのは良いことですが、リアン様は少々怖がりが過ぎますよ。もう少し図太くなられてはいかがですか」

「本当にねえ。フォーレが王子だったら、問題なかっただろうに」

「そのような大それたこと、思ったこともございません！　というか、リアン様。それはもしや、私が図太いとおっしゃりたいのですか？」

「あ、あー、ほら見て。百合ゆりのつぼみがついているよ」

　リアンは慌てて話題を変え、白いつぼみを示す。さてどうやってフォーレをなだめようかと考えた時、見慣れない使用人が庭に現れた。フォーレがさっとリアンを背後に隠すと、使用人は離れた場所に片膝をついて頭こうべを垂れる。

「失礼いたします。陛下からのご命令をお預かりいたしました。第三王子リアン殿下、急いで謁見の間に来るようにとのことでございます！」

「父上がお呼びなのですか？　ご用件は……」

「私は存じ上げません。ささっ、急ぎ支度したくをなさってくださいませ」

　使用人はすぐに連れていきたい様子だったが、リアンが園芸のために簡素なシャツとズボンを身に着けているのを見て、眉をひそめた。この格好で謁見えっけんの間には入れないと判断したらしい。

「分かった。玄関で待っていてくれ」

「は」

　リアンはできるだけ急いで自室に向かうと、謁見にふさわしい外出着に着替える。仕度を手伝ったフォーレは、期待をこめて言う。

「使用人の補充のことですと、よろしいですね」

「そうだといいな」

　楽観的な返事はしたが、急ぎで父に呼ばれることなど、滅多とない。リアンの胸は不吉に騒いだ。







　久しぶりに足を踏み入れた謁見えっけんの間は、相変わらずの豪華絢爛さだ。

　広々とした広間は白大理だいり石せき製で、赤いビロードの絨毯じゅうたんが、まっすぐに玉座にのびている。国内の風景をえがいた天井からは、金色に輝く大きなシャンデリアがいくつか釣り下がっており圧巻だ。

　舞踏会や式典にも使われるため、二階には客席にもなる歩廊ほろうがあり、壁には草花の彫刻がされていた。そして、要所ごとに女神や男神、天使の石像が配置され、それらのアクセサリーや楽器などの持ち物は金細工で飾られている。

　エストレイアは大国で、宝石や金銀や鉄が出る鉱山をいくつか所有している。その豊かな財産を見せつけるかのように、派手ながら美しい造りになっていた。

　高い位置にある玉座で、赤いマントを羽織った、白髪しらががまじった金髪の男が憂鬱そうに待っていた。父王であるエストレイア国王、バルシュである。

　リアンは母親似だが、瞳はバルシュのこはく色のものを受け継いでいる。バルシュは鷹たかのように精悍せいかんな顔立ちなので、雰囲気はまったく違う。見かけは怖そうだが、バルシュは大国の主にふさわしく、寛大でおおらかな王だった。

　それでも、リアンは父の前に立つと緊張する。

「おお、来たか。久しぶりだな。なんだ、ずいぶんと痩やせたようではないか。離宮の生活が合わないのか？」

　本題に入る前に、バルシュはリアンの様子に驚きを見せた。

　どうやらバルシュは離宮のことを把握していなかったようだ。

「静かな暮らしには満足しておりますよ。少々、食欲がなかったもので」

「そうか。後で精せいがつくものを届けさせよう」

「うれしいことです、ありがとう存じます」

　リアンが丁寧に礼を述べると、バルシュは微笑みを浮かべる。彼は口にはしないが、そうすると父から子への愛情が現れる。リアンの緊張が少しだけ解けた。

「ところで、陛下。お急ぎの用件があると伺うかがいましたが……」

　本題を切り出すと、バルシュは頷いた。彼の顔から笑みが消え、代わりに複雑そうな表情が浮かぶ。

「ああ、そうであった。リアンよ、そなたに頼みたいことがある」

　リアンは驚いた。バルシュから頼み事をされるなんて、初めてかもしれない。

「私にできることでしたら、なんなりと」

「うむ。実は、そなたに婚姻の話があるのだ」

「婚姻……ですか？」

　その内容にはさらに驚かされた。リアンの立場では、おいそれと結婚できない。家族を持つのは夢のまた夢だろうと思っていたからだ。

「一月ひとつき前、二年に渡るレブ半島の戦いに、我が国が勝利したことは知っているな？」

「ええ、もちろんでございます」

　一週間前に凱旋式がいせんしきがあり、王宮は大盛り上がりだった。あいにくと、式当日、リアンは足の調子が悪かったために欠席したが、離宮の食事も豪華なものだった。きじ肉のスープが絶品だったと思い出し、口元が緩みそうになるのを耐える。

「カタルアの将軍を二人も倒し、王族を捕らえて、終戦に導いた。その立役者たてやくしゃに、褒美をなんでも与えると言ったら、そなたを嫁よめに欲しいと答えたのだ」

「……は？」

　さすがに突拍子がなさすぎて、リアンは間の抜けた声をこぼす。慌ててとりつくろう。

「失礼しました。驚いてしまって……。ええと、嫁、ですか？　私は男でございますが……」

　あいにくと、リアンは戦の立役者が誰か知らない。社交界に出ていないので、情報が遅れていた。

「そのような女将軍が、我が国におりましたでしょうか」

「混乱するのも理解できるぞ。残念だが、その者は男だ。グレアム・ロッドフォード。現在のロッドフォード侯爵だ」

　バルシュはリアンを気遣いのこもった目で見た。知っているだろう？　と無言で問われている。

　――グレアム・ロッドフォード。

　その名前を聞いて、リアンはサッと血の気が引いた。次にやってきたのは、怒りだ。

（もしや私が乗馬で大怪我をしたせいで、辞職に追い込まれたことを恨んでいるのか？　それで王子である私を、女のように扱おうと……）

　衝撃でぐらりと世界が揺れる。深呼吸をして、リアンはなんとか気を取り直す。

「陛下は……その……私を……」

「厄介やっかい払いのためではないぞ、リアン、我が息子よ。あの者に乗馬の指導を任せ、そなたに癒えぬ怪我を負わせた。余よは当然、この願いを聞いた時、激怒した」

「では、どうして？」

「それでも、あの者が熱烈にそなたをめとりたいと言うからだ。あれだけの活躍をしたならば、新たに爵位や領土、金銀宝飾を与えるべきなのだが、そちらは一切いらないとまで言い切りおった」

「は……？」

　カタルアとの戦は熾烈なもので、常に死と隣り合わせだったと聞いている。そんな修羅場を生き抜いたのに、そちらの褒賞はいらないから、リアンを嫁にと望むなんて意味不明だ。

「我が国はこの戦のせいで、だいぶ消耗した。褒賞を出さずに済むならば、国としてはありがたいことだ」

「し、しかし、ロッドフォード侯爵家の後継ぎはよろしいのですか？」

「問題ない。前代はあの男の兄でな、兄夫婦は事故死し、男児が二人遺のこされている。そちらに家督を継がせるようだ。後継者問題でもめるのを避けるため、元々子どもを作る予定はなかったのだ、と。どこかで聞いたようなことではないか？」

　自分のことだ、とリアンは思った。

　亡国の王女の血を引くせいで、争いを呼ぶかもしれず、結婚したとしても、子は作らないようにと約束させられるだろうことは、公然の秘密だった。

「あの者は、そなたに怪我をさせた罪をつぐないたいそうだ。侯爵家で最大限の敬意を払って遇すると、剣にかけて誓ったよ」

「剣にかけて……？」

　あまりに驚きすぎて、再びめまいに襲われた。

　騎士の「剣にかけて誓う」という言葉は、この国では重いものだ。約束をたがえれば、利き手を切り落とすことになる。

「リアンよ、そなたには王宮は住み心地が悪かろう？　そなたはあの者の顔も見たくないかもしれぬが、ここまで言うのだから、待遇は保障されている。きっと穏やかに過ごせると思うのだ。父として、そなたの身の安全と幸せを願っておる」

　バルシュはさんざん悩んだのだろう。リアンを呼び出すまでに、凱旋式から一週間が過ぎていることからも分かる。彼は眉を寄せ、悲しげにリアンを見つめていた。

　受け入れてほしいと、その目は語っていた。

　リアンはバルシュもまた家族の問題で悩んできたのではないかと、なんとなく感じた。王妃と側妃の間で、彼は板挟みにされていたのだ。思えば、バルシュはバルシュなりにリアンを気遣い、大事に育ててくれた。

「陛下……いえ、今は父上と呼ぶことをお許しください」

「許す」

「父上のご厚情こうじょうに感謝申し上げます。国のお役に立てるのでしたら、私に否いなやはございません。この婚姻、お引き受けさせていただきます」

　リアンが深々とお辞儀をすると、バルシュは安堵したように、いかめしい顔に淡い笑みを浮かべた。
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　結婚式は二週間後だそうだ。

　王子が戦の褒賞として、男と結婚する。見世物みせものにされそうで、すでに憂鬱だ。

　なぜならこの国での結婚は、男女でするのが一般的だ。恋人や愛人、内縁の関係ならば同性もありえるようだと知っているが、一族の繁栄を目的とする貴族の結婚では子どもを作るのが絶対視されるため、結婚は異性とするものだった。

　離宮に戻ってからフォーレに話すと、フォーレは数秒黙りこんだ後、火山が爆発するみたいに怒りを見せた。

「殿下の足をこのようにしておいて、つぐないたいから、めとると!?　馬鹿にしているのか、あの男は！」

　フォーレが怒るのを見ていると、なぜかリアンの怒りは静まった。こんなふうに感情をあらわにできるフォーレに、いっそ感心する。

「それは違うよ。馬場うまばに埋まっていた釘くぎのせいだ」

「それでも、リアン様は乗馬が初めてだったんです。ずっと隣で付き添っているべきではありませんか！」

「そんな、姫君ではないのだから……。私は男だぞ」

　リアンはなだめてみたけれど、フォーレの怒りはおさまらないようだった。それでも彼は無理矢理落ち着こうと努力して、不自然に静かな声で問う。

「それで、式の準備はどうすればいいのでしょうか」

「私は身内でこぢんまりとしたいと希望したのだが、そこに王妃殿下がやって来て、国の英雄と王子の披露目だから盛大にすべきだとおっしゃってしまってね」

　リアンがグレアムへの怒りよりも、こうして落ちこんでいるのは、派手な結婚式が用意されそうなことにすでにうんざりしているからだった。フォーレが呆あきれを見せる。

「普段は殿下のためにお金を使うのなんて、一切嫌だと何事も反対なさっているくせに。分かりやすい嫌がらせをなさいますね」

「グレアムに勲章くんしょうと私を授ける代わりに、父上は私への持参金や支度金を惜しまないとお約束くださったよ。とりあえず、嫁いだ後に問題が起きても、私とお前の二人ならば、問題なく暮らしていけるだろう」

「フォーレは情けのうございます。イスト王国がありましたら、こんなふうに生活を心配するようなお立場ではなかったでしょうに。だいたい、同胞の者達も、あの毒婦どくふにそそのかされて殿下の傍を離れるなんてどうかしている！」

　悲しい、悔くやしい、腹が立つとフォーレは感情を持て余している。

「殿下、少々、御前ごぜんを失礼いたします。この怒りを掃除にぶつけてまいりますので」

「ああ」

　フォーレは昔から、ストレスがたまると掃除に没頭する癖がある。そんなふうに思わせるのが申し訳ない反面、離宮が綺麗になるのは良いことのようにも思えて複雑だ。

　リアンはフォーレを見送ると、部屋に戻って、外出着から室内着へと着替えた。ここに来てから、身の周りのことは全て一人でできるようになった。フォーレは離宮の家政を取り仕切っているため、四六時中リアンの傍にいるわけにいかないせいだ。

　くたびれた木綿のシャツはやわらかく肌になじむ。

「はあ……」

　嫌でも、気持ちが暗くなる。リアンは癒しを求めて、庭に出た。

　謁見をして帰ってくる間に、太陽は傾いて、空はオレンジ色に染まっていた。少し息抜きをしたら、中に入ったほうが良さそうだ。

　いくら使用人を減らされても、離宮を守る護衛兵はバルシュが手配した者達だ。安全とはいえ、王妃が嫌がらせをするかもしれず、油断はできない。分かっているのに、こうして庭に出ているのは、結婚式という絶好の嫌がらせの機会を得た王妃は、しばらくは放置しておいてくれるだろうと確信しているからだった。

「なんてままならない人生だろうか」

　ただでさえ平凡だというのに、怪我まで負って。母が亡国の姫であったせいで、自由もない。王族は身の安全のために、不自由が付きまとう。だが、護衛さえつければ、旅行に行くくらいはできるものだ。

　だが、リアンの立場は複雑で、王妃の子どもに比べ、さらに行動を制限されることが多い。旅行なんてもっての他だ。活発な性格ではないから問題がないだけで、もしリアンが剣を手に駆け回るような性格だったら、息が詰つまっていたはずだ。

「せめてもう少し優秀なら、何か違っていたんだろうか」

　リアンは想像して、すぐにその考えを打ち消す。もしリアンが優秀だったならば、間違いなく王妃の手にかかって、成人を迎える前に殺されていたはずだ。彼女は自分の息子を次の王位に据えるため、どんな手を使ってでも敵を排除しただろう。

　毒にも薬にもならない凡庸なリアンであったから、多少の嫌がらせだけで済んでいたのである。

（とりあえず、身の安全を守るために、婚前契約書を作らなくては）

　生活の保障と、なんらかの理由で離縁しなければならなくなった場合の待遇について、はっきりさせておかなければならない。

　リアンは仮にも王族なので、それなりの教育を受けている。前もって契約することの重要さを、ちゃんと分かっていた。

　あれこれと思い悩むうちに、空の端に西日を残して、すっかり辺りは薄暗くなっている。そろそろ夕食の用意ができたと、フォーレが呼びに来る頃だ。一人で庭にいたと知られたら、また説教をされると思い、リアンは苦笑して離宮への入り口に足を向ける。

　そこで、ビクリと肩を震わせて立ち止まった。

　いったいいつからそこにいたのか、玄関から庭に通じる小道に、背の高い男が立っていたのだ。とっさに腰のベルトにかけている短剣を抜こうとして、リアンはひやりとした。着替えた時に、装備するのを忘れていたようだ。

　それならばと、杖の柄えをぎゅっと握りしめる。

「いったい何者だ。第三王子の宮と知っていて、無礼にも入りこんだのか？」

　リアンが険しい声でとがめると、男はその場に片膝をついた。

「失礼いたしました！　リアン王子殿下、ご無沙汰しております。グレアム・ロッドフォードでございます。陛下より婚姻の許しが出たため、さっそくごあいさつに伺いました」

「……グレアム？」

　意外すぎる訪問客だったため、リアンは目を丸くする。

　リアンは少し前に王宮から戻ったばかりだ。知らせを受けてすぐに、こちらにやって来たことになるが、それができるのは王宮にいてこそだ。侯爵家の町屋敷にいたのならば、王宮に入るための手続きがあるため、それなりに時間がかかる。

　リアンの疑問を正確に読み取って、グレアムは説明した。

「は。所用で登城とじょうしておりましたので、使者から知らせを受け取ったのです。先触さきぶれをすることを失念しておりまして、大変ご無礼いたしました」

「門番がいただろう？」

「陛下から許しを得たため、免状めんじょうを見せましたところ、殿下はお庭においでと……」

　昼間にも王の使者が来たばかりだったから、門番は勘違いをして通してしまったのだろうか。後で厳重注意をしておかなければと、リアンは胃の辺りが重たくなった。できることならば、わざわざ他人を叱りたくはない。王宮では、些細なことで恨みを買うものだ。

「そういうことならば、しかたがない。しかし、こんなに遅い時間に来ずとも、明日で良かったのに」

「申し訳ございません」

　リアンはまだ、グレアムと対面する心の準備ができていない。もしや嫌がらせなのだろうかと、不信感が湧く。しかし、国を守った英雄を、いつまでも庭にひざまずかせているわけにもいかない。

　心の中で十秒数えて、なんとか動揺を押しこめる。

「立ちなさい」

　リアンが許可を出すと、グレアムはすっと立ち上がった。

　気のせいか、以前よりも背が伸びたようだ。好青年の騎士という様子だったのが、鋼のような頑健な騎士へと変化している。記憶にあるように、黒髪は短く、氷を思わせる水色の目は鋭い。整った顔立ちはそのままに、左頬と左耳には大きな傷痕が増えていた。

　まるで巨木が立ちそびえたようで、リアンはグレアムに圧倒された。無意識に後ろに下がろうとして、無駄に左足に力を入れてしまい、痛みが走る。

　ふらついて、そのまま転びそうになった。

「あ、殿下！」

　グレアムがさっとこちらに近づき、リアンを抱きとめる。

　男くさい土の香りがし、リアンはカッと頬を熱くする。彼はリアンがなりたい理想の姿そのもので、コンプレックスが刺激された。

　思わず、グレアムの手を払いのける。

（――しまった）

　ひそかに焦るが、反発してしまったものはどうしようもない。もしかしたら怒らせたかもしれないが、グレアムの表情を確かめる勇気はなかった。

「……応接室で話そう」

　ぶっきらぼうに声をかけ、リアンは杖を突きながら、ゆっくりと離宮の入り口へ歩いて行った。









































　二章　騎士の想い







　凱旋式で、リアン王子を嫁に欲しいと願いを述べてから一週間。

　じりじりと待っていたグレアムは、ようやくエストレイア国王バルシュから許可が下りて、安堵と歓喜に包まれた。喜びが強すぎるあまり、先触れすることも忘れて、リアンの住まう離宮にやって来てしまったほどだった。

　門番と話して、先々代の第三側妃が使っていたという小さな宮殿に入る。すぐに違和感があった。第三王子が住む離宮にしては、ひっそりとしていて寂しすぎる。

　門番に言われたように、玄関から小道を通って、庭のほうへ向かう。

　手入れのされていない雑然とした庭で、リアンは花を見下ろして立っていた。三年ぶりに会う彼は、以前よりも背が伸びて大人びている。兄王子らの派手な容貌に比べれば、確かにリアンは平凡だろう。だが彼の場合、素直で優しい性格があらわれているため、周りを安心させる魅力があった。

　グレアムは声をかけようとして、ためらった。

　リアンは簡素なシャツとズボンという無防備な格好で、憂鬱そうに物思いにふけっている。左手にした杖で体を支えて立っているところを、直接的に目にしたのは初めてで、静かに衝撃を受けた。

（私はなんて愚かなんだ。父親思いのあの方のことだ、怪我の原因となった私との婚姻が嫌でも、引き受けられたに違いない）

　声をかけるか迷っていたら、リアンを驚かせてしまった。

　こんな薄暗い時間に、大男がぬっと立っていたら、誰でも警戒する。

　グレアムは急いで片膝を着いて、頭を下げた。ここに来て、先触れをしていないという無礼を思い出して、血の気が引く。ただでさえ印象が悪いだろうに、自分で好感度を下げてどうするのだ。

　案の定、リアンは不愉快そうに、「こんなに遅い時間に来ずとも、明日で良かったのに」と苦言を口にした。グレアムはすぐさま謝った。

　ようやくリアンから立つように許可され、グレアムはすっと立ち上がる。やっと対面して話せるといううれしさで、勢いがつきすぎていたのかもしれない。リアンはこちらを見上げて、圧倒された様子でよろめいた。

　転ぶと思い、とっさに抱きとめると、リアンに手を払われた。

　水をかけられたような気分で、グレアムはリアンから離れる。グレアムがリアンを慕っていても、リアンにとってグレアムは戦帰りの血の気が多い騎士でしかない。いきなり距離を詰めれば、恐ろしく思うに決まっている。

　リアンの顔が、ハッと強張る。グレアムを払いのけたのは、無意識だったのだろうか。彼は気まずそうに目を合わせず、応接室で話そうと言った。

　普段、きびきびと歩いているため、リアンが杖を突いてゆっくりと歩く速度はいささかじれったいが、そうさせたのは自分だと思うといたたまれない。

　それなのに、先ほど、近い距離でふわりとかすめた花の香りが、グレアムの胸を騒がせる。

　結婚の許可は下りたのだ。

　あとは焦らず時間をかけて、じっくりと距離を縮めていけばいい。そしていつか和解して、昔みたいに穏やかな関係性を築けたらと、グレアムは自分に言い聞かせ、三年前のことを思い返した。
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（第三王子の教育係？　面倒だな）

　正直なところ、第三王子の剣術や乗馬の教育係にと打診された時、グレアムは顔には出さず、気が重かった。

　グレアムの実家は地位が高いが、そんなグレアムに対しても、王族は傲慢ごうまんで鼻につくところがある。

　王は寛大で立派だ。だが、王妃は気に入らなければ、すぐに侍女や侍従を鞭打ちさせるので有名であったし、王妃腹の王子達は、そんな王妃を見て育ったせいで、尊大なところがあった。勉学や武術は優秀かもしれないが、彼らには少々優しさが欠けている。

　亡国の姫君だという側妃腹の王子リアンもまた、似たようなものだろうと思っていた。

　だが、実際に会ってみると、予想とまったく違っていた。

　リアンの才能は平凡で、自分にはできないことのほうが多いのを知っており、そのせいか他人の話を聞く耳と優しさを持っている。王に必要なのは、才能よりも他人の話を聞き入れる素直さと判断力だ。グレアムには、よほど彼のほうが王に向いているように見えた。

　リアンは王族にしては驚くほど、周りに対して細やかに気づいて礼を言う。傍にいると気持ちがなごむため、傍仕えは皆、心穏やかで、リアンのためにと率先して心配りをしていた。

　王宮騎士としては、次代の王に仕えたほうが利益になると頭では分かっているのだが、リアンの傍は居心地が良すぎて、教育係の任務を終えた後も、このままリアンの傍仕えとして残ろうかと考えていた頃だった。

　初めてとなる乗馬の練習で、リアンが落馬して大怪我を負う事件が起きたのは。

　その時まで、グレアムにとって、リアンはただの主にすぎなかった。

　馬に足を強打され、リアンは左足を血に染めて、痛みにうめいている。

「リアン様！　すぐに医師のもとにお連れしますから！」

　グレアムはリアンを抱えて、医師を探して走り出す。王子に大怪我を負わせてしまったこと、侯爵家の人間でも処罰はまぬかれないだろうこと。冷静に対処しながらも、頭の中には嵐が吹き荒れていた。自分の未来が閉ざされたように感じられて、絶望感が押し寄せる。

　その時、リアンが途切れがちに言った。

「グレア……大丈夫……だから……」

　その言葉にハッと衝撃を受けた。

　ある程度の痛みに慣れている騎士ですら苦しいものだっただろうに、過保護に育てられた十五歳の少年である彼は、苦痛の中にいながら、教育係のグレアムを気遣っていたのだ。

　浅ましくも自分のことばかり考えていた自分が恥ずかしくなった。

　結局、リアンは意識を失うまで、大丈夫だとつぶやいていた。

　彼の優しさに、グレアムの目に涙がにじんだ。

　あの時以来、グレアムの心の真ん中にはリアンがいる。責任をとって王宮騎士を辞職した後も、ずっと彼の幸せを願ってきたのだった。















































　三章　リアンの決意







　リアンが玄関ホールに入ると、フォーレが奥から早足にやって来た。

「殿下、またお一人で庭に出ていたのですね。いくら安全な離宮とはいえ、お一人での行動はお控えくださいと……ひっ」

　いつものように小言を口にしていたフォーレは、リアンの後ろにいるグレアムに気づいて、ぎょっと立ち止まった。悲鳴を上げそうな様子なので、リアンは落ち着くように話しかける。

「ああ、兵を呼ぶな。グレアム・ロッドフォードだ。あの件であいさつに来たのだと」

「グレアム・ロッドフォード？　貴様、リアン様の足をこんなふうにしておいて、気安く近づくな！」

　あっという間に頭に血が昇ったらしきフォーレは、リアンとグレアムの間に割って入った。リアンを背に庇うようにして、グレアムをにらみつける。一介の従者が侯爵にかける言葉ではなかったが、グレアムは神妙な顔で聞いているだけで怒ることはなかった。

「訪問の知らせなど、ございませんでしたが！」

　怒鳴りつけて落ち着いたのか、フォーレは敬語に戻った。

「フォーレ」

　これ以上、フォーレを怒らせても良いことはない。しかたがなく、リアンは状況を説明した。フォーレの眉が寄る。

「門番ときたら……。待合室に通すべきなのに、職務怠慢だ。殿下、私のほうから厳重注意をしてよろしいですね？」

「ああ、頼むよ。だが、まずは応接室に茶を用意してくれ」

「かしこまりました。ああ、殿下、くれぐれも扉は閉めませんように」

　フォーレはグレアムを親の仇かたきかのようににらんで牽制し、素早く台所に向かう。

　応接室に入り、それぞれソファーに向かい合わせに座る。リアンは姫ではないので、本来は貞節を気にして扉を開ける必要はないが、グレアムは昔に比べると迫力があり、内心では怖気づいているため、フォーレの言う通りにした。

　グレアムは不思議そうに問う。

「こちらの離宮、やけに寂しくはありませんか」

　使用人不足の状況を指摘され、リアンは顔を赤らめた。こんな恥ずかしい思いをするなら、フォーレの言う通り、嫌でも父王に人員補充を頼んでおくべきだった。

「……お前は、凱旋式で私の噂を聞かなかったのか」

　わざわざ説明するのもしゃくにさわるので、ムッとして問い返す。

「いえ、何も。陛下を激怒させてしまい、長居できませんでしたので」

　そういえば、グレアムがリアンを嫁にと望んだことで、父王が激怒したと本人の口から聞いてきたばかりだ。ばつが悪そうに目をそらすグレアムは、叱られた大型犬のようである。

「後で周りに聞いてみろ」

「そういたします。――殿下」

　急にグレアムが立ち上がったので、リアンはビクッとした。いったいどうしたのかと様子を見ていると、彼は庭でもそうしたように、床に片膝をついて頭を下げる。

「三年前、乗馬の付き添いをしていたにもかかわらず、大怪我をさせてしまい、申し訳ございませんでした。直接お会いして謝罪したかったのですが、謁見は許されず、そのまま王宮から追い出されてしまいまして……。ずっと謝りたかったのでございます」

　苦しげに吐露するグレアムを、リアンはぽかんと見下ろす。

「どういうことだ。お前は私を恨んで、嫁にもらおうとしているのではないのか」

「いいえ！　滅相もございません！」

　聞き捨てならないと、グレアムは強く否定する。

「馬場に釘を埋めた者を恨むことはあっても、殿下に落ち度は一切ございません。そもそも、王宮を退しりぞくように命じられたのは殿下ではなく陛下ですから」

「では、どうして……」

　手紙に返事をしなかったのか訊こうとした時、フォーレが茶器をたずさえて戻ってきた。グレアムがひざまずいている状況を意外そうに一瞥し、フォーレはお茶を出してから、ちくりと注意する。

「ロッドフォード卿、もう遅い時間なのですから、用件が済みましたらお引き取りください。今更、そんなふうに謝って、殿下を困らせるのはおやめなさい」

　フォーレこそ、グレアムを恨みに思っているのは間違いない。視線も声も冷ややかだ。

「不快な思いをさせて、申し訳ございません、リアン殿下」

「分かったから、座りなさい」

「は」

　グレアムは返事をして、素早くソファーに戻る。

　そんなグレアムの様子に、リアンは戸惑っている。

　リアンを嫁にしたいなどと望むから、夫として尊大に振舞うつもりなのかと思っていた。しかし、この状況はどう見ても、婚約者というより主従である。

　何から話せばいいのかと持て余したリアンは、フォーレのほうを見た。察したフォーレが再び切り出す。

「用件は何かと、殿下は仰おおせです」

「結婚許可が下りたため、ごあいさつに参りましたが、明日また出直してまいります。リアン殿下にお目通めどおり願いたく気がはやるあまり、手ぶらで来てしまいました」

「……念のために断っておくが、私と縁を持ったからといって、旨味うまみはないぞ。王宮での地位や伝手つてを望んでいるなら、お門違かどちがいだ」

「地位や伝手ですか？」

　鳩が豆鉄砲をくらったみたいに、グレアムはきょとんとした。それから、意を決した様子で背筋を正し、きっぱりと話す。

「そんなものは必要ありません！　私にはリアン様がいるだけで、充分に旨味があるのです。それは……あの……その……」

　急に顔を赤くして、歯切れが悪くなった。

　リアンとフォーレが続きを待っていると、グレアムはやけになったように告白する。

「私は、リアン様を心からお慕い申し上げているのです！」







　グレアムの爆弾発言にリアン達があっけにとられているうちに、グレアムはそそくさと帰っていった。

　大の男が耳まで真っ赤にして、逃げるように出て行く様子は……

「ちょっと気持ち悪いですね」

「フォーレ」

　リアンはフォーレの毒舌をたしなめたが、彼自身も同じことを思った手前、強くは否定できない。

「ええと……、いったいどの辺りで私に惚ほれたのだ？　彼には迷惑しかかけていないはずだが」

　フォーレを見ると、さっきまで怒っていたくせに、しみじみと噛みしめるみたいに納得している。

「腹立たしい男ですが、人を見る目はありますね。男同士という問題は差し置いて、リアン様のような素晴らしい方に惚れるのは、至極当然かと」

「……フォーレ？」

　何か言い出したぞ、と不安を覚え、リアンは恐る恐るフォーレの名前を呼ぶ。

「そういうことならば、少しは歩み寄って差し上げようではありませんか。――殿下、これはチャンスです」

「え？」

「陛下と殿下が了承なさったのですから、この結婚はすでに断れる状況ではございません。であるならば、あの男を手玉に取り、貢みつがせまくって、悠々自適に暮らすのです！」

「お前ときたら……そんなに楽しそうに、なんて悪いことを言うんだ」

　リアンのほうが引いてしまうが、フォーレは意に介さない。

「怪我の損害賠償と思って、遠慮なく受け取ればよろしいのですよ！」

　そう言われると、少しは受け取っても良さそうだが、リアンにはこの怪我がグレアムのせいだけでないことは分かっている。

「一番悪いのは、馬場に釘を埋めた者だよ」

　恐らく王妃の差し金だろう。

　リアンがグレアムを許せないのは、怪我をしたことよりも、手紙を無視して返事をしなかったことだ。それを思い出して、胸がもやっとする。

（あんなふうに言っておいて、どうして返事をくれなかったんだ？）

　さっきは思わず質問しそうになったが、よく考えると、こちらから訊いて、ずっと気にしていたと打ち明けるみたいで腹立たしい。

　こうなったら、絶対にあちらから謝らせてみせると、リアンは心に決めた。

















　四章　補佐官、同情する







「それで、告白するだけして、逃げ帰ってきたわけですか」

　グレアムの補佐官にして、ロッドフォード侯爵家の騎士団副団長エイデンは、冷ややかな目をして、首を振った。

　王都には、ロッドフォード家が所有している屋敷がある。いくら戦の功労者とはいえ、多くの私兵を王宮に入れては争いのもととなるから、凱旋式に出席できるのは、隊を統括している者だけだ。二十人にも満たないため、屋敷の駐留させている。

　今は戦後処理に忙しいため、執務室では事務作業が山のようにあり、文官仕事ができる騎士達はゆっくり羽を伸ばす暇もなく、総出で対応に追われていた。

　グレアムが王宮に登城していたのも、そのせいだ。いくらグレアムが勲章と嫁以外の褒賞を受け取らないとはいえ、その配下の功績をたたえてもらう義務がある。

　自領の騎士団の兵への報酬や怪我への見舞金、遺族への補償金などは、給与とは別に支払わなければならない。そちらは侯爵家の財産から出すが、王から与えられる名誉は別の話だ。

　戦に参加した全員に、勲章や賞状が渡される。エストレイア国軍は、それぞれの私兵団を率いる王侯貴族で構成されている。貴族はその名簿を漏れがないようにチェックして、王宮に提出する義務があった。

「グレアム様、あなたは多額の報奨金や土地を断ってでも、リアン殿下を嫁に欲しいと望んだのでしょう？　肝心かんじんな時に逃げてどうするのですか。まったく、〈ロッドフォードの狂犬きょうけん〉の名が泣きますよ」

エイデンがちくちくと嫌味を言うのは、グレアムが報奨金や土地を断ったからだ。彼はロッドフォード家の財産から、兵への支払いを全額まかなわねばならないことを不服に思っているのである。それでも納得してくれたのは、戦の間中、グレアムがずっとリアンに謝ることを目標にして、何かと話題にしていたおかげだ。そこまで言うなら勝手に苦労をしろとあきらめられた。

「おい、その呼び名をリアン殿下のお耳に入れたら、いくらお前でも殴なぐるぞ！」

　グレアムはサッと青ざめ、素早くエイデンを牽制けんせいする。世話をかけまくっている幼馴染でも、許せない線があるのだ。しかし、エイデンには鼻で笑われた。

「何を馬鹿なことを。凱旋式を終えた後ですよ、王宮内をちょっと歩けば、誰かが噂しています。ましてや、リアン殿下は王妃殿下に嫌われておいでだ。意図して、あなたの悪い噂を吹きこむでしょうよ」

「それは……」

「嫌なら、自分から話すのですね。婚約者なのですから、会話して分かりあうことです」

「自分はすでに結婚しているからと、分かったようなことを……！」

「何か反論でもございますか、告白するだけして逃走した侯爵閣下？」

「ぐぬぬぬ」

　何も言い返せず、グレアムは肩を落とす。

　そもそも頭と口がよく回るエイデンに、グレアムは幼い頃から一度も口喧嘩で勝てた試しがない。仕えている家の息子に対してだろうと、エイデンは容赦がなかった。

「それはそうと、グレアム様、リアン殿下のご様子はいかがでしたか？　謝罪はできたのですか」

「ああ」

「お許しになられた？」

「許されては……いないな」

　分かったとは言われたが、許すとは言われていない。今頃、その事実に気づいて頭を抱える。これにはエイデンは呆れ顔をした。

「つまり……先触れをせず、贈り物も持たず、婚約成立のあいさつに行くという無礼をして、告白だけして逃げ帰ってきたのですか？」

「最悪だ……！」

　エイデンが言わずとも、グレアムは彼の言いたいことを理解した。執務机に倒れこみ、ゴンッと額をぶつける。執務室で作業している数名の配下まで、憐れみのこもった視線を向けてきた。

「不器用にもほどがあるでしょう。あなたが上官だと思うと、悲しみが湧いてきますね」

「いっそ罵ののしってくれ！」

　まだ冷たい目をされるほうがましだ。

「しかも殿下は、私が王宮を辞すことになったのを恨んでいるから、自分を嫁に望んだのではないかと質問された……」

「グレアム様、今日は、書類仕事は切り上げてよろしいですよ。食事をたっぷり召し上がって、風呂に入って、ぐっすり寝てください。明日もがんばって生きてまいりましょう」

　すっかり同情したエイデンに促され、グレアムはますますみじめな気分になった。少しは励ましてほしい。グレアムはため息をつき、椅子を立つ。確かに、この状況で仕事をしても、ミスをして余計な手間をかけさせるだけで終わりそうだ。

　食堂に向かおうとして、ふと離宮の様子を思い出した。

「それはそうと、エイデン。殿下がお住まいの離宮が人けがなく、手入れも行き届いていないようだったのが気にかかる。誰か手のあいている者に、噂を集めるように指示を出せ」

「かしこまりました。とりあえずグレアム様、明日は私が付き添いますから、まずは贈り物を買いに行きましょうね」

「どうした、エイデン。この忙しい時に、私の世話を焼くなんて珍しい」

「お仕えしている主人がこう失態続きでは、私が補佐の仕事をなまけていると勘違いされそうでしょう？　殿下にそう思われるのは、許しがたいことです。私の矜持きょうじにかけて、お手伝いいたします」

「……そんなにひどいか」

　エイデンは片方だけ唇を吊り上げ、皮肉げに笑った。

　彼のことなので、口を開けば、百点満点でマイナス評価をくだすに違いない。そこまで言われるとさすがに落ちこむので、グレアムは黙って執務室を出ることを選んだ。







　　　　　◆







　午前中いっぱいかけて、贈り物を買って屋敷に戻る頃には、グレアムはげっそり疲れていた。

　エイデンが鬼教官ぶりを発揮して、グレアムが選ぶものに、「センスがない！」「花言葉の勉強をしなおせ！　エセ貴族！」など、暴言を吐きまくったのが原因だ。

「相手が私でなかったら、不敬罪で首が飛んでいるぞ……？」

「ええ、相手を選んでおりますので大丈夫です。しかしグレアム様、本当に貴族なんですか？　店員がやんわり苦笑して止めようとするたび、私は頭痛がいたしました」

「分かったから、それ以上、説教するな！　しかたないだろう、まさか侯爵になるなんて思わないから、剣術や戦術ばかり詰めこんでいたんだ」

「仕事はできるくせに、恋愛方面はからきしなんですから……」

　がっかりだとあらわにして、エイデンはため息をつく。彼はいったん執務室を出て、しばらくして戻ってきた。グレアムの前に、本を山積みにする。

「とりあえず、恋愛指南しなんや恋愛小説を置いておきますから、勉強してください」

「うっ。花言葉大全たいぜん？」

「黄色が似合いそうとかで、プロポーズに黄色い薔薇を選ぶなんて、もっての他です！　あなたは好みなどではなく、王道を選びなさい！」

「分かったよ。そんなに怒るな」

　花屋でも怒られたばかりなので、グレアムは渋い顔をする。黄色い薔薇には「愛情の薄らぎ」や「嫉妬」という負の意味があり、別れを暗示しているとは知らなかった。そもそも武術ばかり磨いていたグレアムには、花の良さだけでなく、違いもまったく分からない。

　しかし、エイデンがいてくれて良かったのは事実だ。

「エイデン、感謝する」

「お礼はもっと殿下と親しくなってから承ります。特別報酬をいただければ結構ですよ。子どもが生まれたら物入りなんで。ああ、そうだ。先に領地に帰らせてくれてもいいんですよ？」

　嫁を溺愛しているエイデンが輝かしい笑みを浮かべると、執務室で必死に書類を作っている配下が顔を上げ、ぶんぶんと首を振った。エイデンは並の文官の三倍は働くので、彼が抜けたら悲惨なことになる。

「それは勘弁してくれ。私達を過労死させる気か？」

「もっと文官仕事を配下に叩きこまねばなりませんね。私一人が抜けた程度で、問題があるなんて困ります」

　エイデンの言うことは正論だが、今までは戦場にいたので、経理以外はさほど必要なかったのだ。

「今は教育する時間は無い。領地に戻ってから頼むよ」

「かしこまりました。そういえば、結婚式の準備はどうされますか？　さすがにそちらは家令かれいの仕事ですが」

　家令とは、家政を一手に取り仕切る使用人のことだ。税金の確認から行事まで、手広く対応する。本来、結婚式の準備は、母親が取り仕切るものだが、グレアムの両親はすでに亡くなっているため、家令が担当するべきだった。

　しかし、結婚式は二週間後だ。

　急な結婚は王族ならばよくあることだが、時間に余裕がある時は、半年から一年かけて用意されるものだ。それを二週間としたのは、時間をかければ、同盟国からも客を招かねばならず、王子でありながら家臣の男と結婚することになったリアンを、多くの好奇の目にさらす羽目になるからだろう。

「家令を王都に呼んでいたら、とても時間が足りない。それに、例の問題を調査させているところだ」

「ああ、〈虹にじの葉〉の件がありましたね」

　エイデンは眉をしかめ、配下達も暗い顔をした。

　グレアムも苦々しい思いで、口を引き結ぶ。

　〈虹の葉〉とはグレアムらの間で決めた隠語いんごで、麻薬のことだ。戦の終盤で、なぜかエストレイアの兵の間に流行はやり始め、撲滅ぼくめつに苦労した。しかも、だ。戦を終えてから初めてロッドフォード領の屋敷に帰ると、領地内でも蔓延まんえんしていることを、家令に報告されたのだ。

　家令は問題解決に奔走していたが、麻薬販売業者を見つけては一網打尽にしても、しばらくするとまた湧いてくるため、イタチごっこだったそうだ。

　〈虹の葉〉のせいで、危うく、内部崩壊により戦に負けるところだった。

　この件は王や他の貴族も重要問題にしているが、今は戦後処理のほうが忙しく、調査は後回しにされそうだ。

「というわけだから、エイデン。結婚式準備のサポートも頼む！　陛下が儀礼に詳しい者を派遣してくださるそうだ。殿下に恥をかかせるわけにはいかないからな。私の財産から、好きなだけ使え」

「グレアム様、ほんっっっとうに、特別報酬をお願いしますよ」

　業務が増えたエイデンは、顔を引きつらせ、念押しした。







「閣下、ご命令の件のご報告に参りました」

　書類を処理しながら、サンドイッチを頬張って昼食を終えた頃、部下が噂を集めて戻ってきた。王宮勤めならば誰でも知っている範囲の情報だというそれに、グレアムは眉間にしわを刻む。

「お荷物王子だと……？」

　グレアムの怒りを前にして、部下の顔が恐怖に青ざめる。ひとまず部下を労ねぎらって退室させると、グレアムは黒髪をガシガシとかく。

　リアンの状況は、考えていたより悪いものだった。

　たいてい、王子は王家にとって重要拠点となる領地を与えられ、そこで騎士団を率いて、周囲に目を光らせることが多い。だが、リアンは足の怪我のせいで、兵を統括とうかつするのは荷が重いとみなされた。

　かといって、亡国の王女の血を引くせいで、結婚させたり養子にさせたりすることも難しい。

　リアンを持て余し、王は静養という名目で離宮を与えた。

　そこまでは良かったが、王妃が画策して、リアンの傍から信頼できる使用人を引き離し、孤立させてしまったようだ。

「あの毒婦どくふめ！」

　ダンと執務机の天板てんばんを叩くと、グレアムは椅子を立つ。執事を呼んで、馬車を用意させる。エイデンが問う。

「どうなさるんですか、グレアム様」

「贈り物を追加だ！　こうなったら、私がとことん殿下を甘やかす！」

　王妃への敵対心で、グレアムは闘志とうしに燃えている。再び商店に行こうと思ったのだが、エイデンに止められた。

「それは構いませんが、まずは正式なごあいさつをして、殿下のお好みをお伺いしてからのほうがよろしいかと存じますよ。うれしいと礼儀で言いながら、タンスの奥に仕舞いこまれて、一度も身に着けられない……なんてことになりかねませんから」

　もしやエイデンの実体験だろうか。想像するだけで悲しい気持ちになったので、グレアムはその忠告を聞き入れることにした。

「よし、善は急げだ。殿下にお会いしよう！」

　今日はきちんと先触れを出し、グレアムはさっそく離宮に出発した。








　五章　婚前契約書







　お昼過ぎ、昨日言っていた通り、グレアムはやって来た。

　いつ来てもいいようにと、リアンは朝から深緑色の礼服に身を包んでいたが、グレアムが今日はきちんと先触さきぶれをくれたので、前もって身構える時間がとれて助かった。おかげで、昨日よりは気持ちに余裕がある。

　しかし、赤い薔薇の花束を抱えたグレアムが応接室に入ってくると、リアンは面くらった。彼の後ろにひかえている従者は、銀盆にのせた宝石箱を恭うやうやしく持っている。

「昨日は大変失礼しました！　お目通めどおり願えて光栄です、リアン殿下」

　グレアムが身に着けているのは、恐らく騎士団の正服せいふくだろう。光沢のある黒い布で仕立てられた上下には、金ボタンや金縁の縫いとりがあって華やかだ。腰には装飾のついた剣をはき、黒髪をしっかり整髪料でなでつけて前髪を上げているのは、リアンが見とれる程度には格好いい。

　だが、感動は一瞬で終わり、両腕いっぱいに抱えられた薔薇に圧倒されてしまった。

（まさか、律儀に百八本の薔薇を……？）

　薔薇は色や本数で、意味が異なる。

　赤い薔薇が百八本となると、「結婚してください」という意味になる。

　リアンが座るソファーの斜め後ろに控ひかえていたフォーレが、ひそひそと言う。

「ここまでなさるなら、本物かもしれませんよ」

　まさか、と返したくなるのを、リアンはぐっとこらえる。昨日、グレアムが去り際に告白していったのを思い出したせいだ。

　しかし、愛の告白にしては、今のグレアムの表情は鬼気きき迫ったものがある。ありていに言えば怖い。小さな子どもがいれば、泣き出していること間違いなしだ。

（もしかして、無理をしてこんな真似を……？）

　無骨な騎士が花を手にしているだけでも、驚きだ。彼なりに、リアンにつぐないたいという誠意をあらわしているのだろうか。

「リアン殿下、愛しております。どうか、私と結婚してください！」

　改めて言われなくても、約束したから結婚するつもりなのだが……。グレアムの意図がよく分からず、リアンは困惑する。

「ええ、もちろんです」

　とりあえず礼儀として立ち上がり、了承の頷きをする。それから薔薇の花束を受け取ろうと思ったが、大ぶりの薔薇が百八本もあると、リアンには抱えきれないし、いかにも重そうでためらった。

　しかたがなく、薔薇を一本だけ抜き取って、礼を言う。

「ありがとう、グレアム。フォーレ、残りを頼むよ」

「はい」

　やはり重かったようで、フォーレでさえよろめいた。

「お預かりして、いったん退室いたします」

　フォーレは花の重みでふらふらしながら、扉の隙間を開けておくのは忘れず、応接室を出て行った。リアンは薔薇を持ったまま、ソファーに座りなおす。グレアムも向かいに座り、従者を一瞥した。

　従者はさっと近づき、リアンの前に宝石箱を置く。

「リアン様、婚約の記念として、心ばかりの品をご用意しました。お受け取りください」

「記念品……？」

　グレアムのまめさを内心で意外に思いながら、リアンは宝石箱を眺める。白い陶磁器に、青い釉薬で草花を描いた代物で、東方でしか作られないため非常に高価なものだ。ゆっくりと蓋を開けると、青いビロードが張られた内側に、銀の指輪とエメラルドがついた金の指輪が入っている。

　どう見ても大きさが違うため、いったいどういう意味があるのかと不思議に思っていると、グレアムが切り出した。

「失礼ですが、左手をお借りしてもよろしいですか」

「え？　ああ」

　リアンは左手を差し出す。その手を恭しく受け取って、グレアムは銀の指輪をリアンの左薬指にはめた。リアンの指にぴったりと治まる。よく見ると、ダイヤモンドが埋めこまれている。

「婚約指輪です。結婚指輪は別にご用意しますので、しばらくはこちらを付けていてください。普段使いできるようなシンプルなものにしたので、結婚後もお使いいただけるかと」

「結婚式まで二週間しかないのに、用意したのか？」

「ええ。殿下は私のものであると示したくて。あなたを奪おうとする害虫を追い払えるように！」

　リアンは瞬きをして、少し考える。

「ああ、王妃殿下の横槍を気にしているのか。確かに、あの方ならこの婚姻をつぶそうとするかもと不安になるのは理解できるが、あの方は私を見世物にしようというのか、盛大な結婚式をしようと言い出したから、何もしないと思う」

「いえ、そういうことではなく……。というか、なんですか、盛大な結婚式？　見世物？」

「男同士の結婚は珍しいのだぞ。お荷物王子が、褒賞の品として降嫁するのだから、貴族達は面白がるに決まっている。ていのいい厄介払いだとな」

「な……っ」

　もしかして、想像していなかったのだろうか。

　グレアムは衝撃を受けた様子で、口をパクパクと開閉させる。

　リアンはそういえばと思い出して、用意しておいた婚前契約書をチェストから運んできた。

「プロポーズを受けて、指輪を受け取った後で悪いが、こちらに目を通してくれないか。了承ならばサインを」

「婚前契約書ですか……？」

　グレアムは書類を受け取ると、じっくりと読み進める。視線が下に下がるにつれて、眉間にしわが増えていった。従者に声をかける。

「殿下と二人で話をしたい。外で待っていろ」

「は！」

　グレアムの機嫌が下降していると察知して、従者は素早く応接室を出て行った。その際、慌てていたのか、扉を完全に閉めてしまう。パタンという音を、リアンは気まずく思いながら聞いた。

「どの辺りが気に入らないんだ？」

「何もかもです！　そもそも、この『愛人や側室を入れる場合は、事前に許可をとること』と『その際、別居用の屋敷を用意すること』とはなんですか」

「そのままの意味だが？」

　リアンは首を傾げる。グレアムはすかさず言い返す。

「私には、すでに後継者がいると伝えたはずですが」

「しかし、何が起きるか分からないだろう？　その後継ぎが急に死ぬかもしれない。そうなったら、君が子どもを作るしかない」

「そんなことになったら、遠縁から養子を迎えます！　性別など関係ありません、王家から嫁をいただくのは名誉なこと。浮気などしません！」

　グレアムはきっぱりと否定するが、リアンにはとても信じられない。今はそんなふうに言えるだけで、平凡なリアンと暮らすうちに嫌気がさして、きっと別れたくなるに違いない。

「それよりも、問題はこの部分です！　殿下の『財産の保護をする』とか、『侮辱ぶじょく的な言葉を使ったり、暴力を振るったりしないと誓うこと』とは！　まるで私があなたの財産を奪っていじめるクズに成り下がるみたいにっ」

　青筋を立てて怒るグレアムは迫力があり、リアンは体をこわばらせる。

　確かにやりすぎかとは思ったが、社交界では様々な噂を聞く。たいてい妻の立場は不利で、夫にいじめられて教会に逃げる者もいるというのだ。正直、前線で戦うような騎士にそんな真似をされたら、リアンには命の危機がある。だから、絶対にゆずれない条件だと、リアンは逃げ出したいのを我慢して、グレアムと向き直る。

「……文字にしたら守れないのか？」

「そういう意味ではありません。殿下、こんな私にも、騎士きし道どう精神くらいございます。これこそ侮辱的だとは思いませんか？」

　グレアムの怒りが静かに落ち着いて、悔しそうに眉をひそめられる。

「声を荒げて申し訳ございません。そもそも、私を信頼してくださっているわけではないのですから、あなたが警戒するのはもっともでした」

　グレアムが目に見えて落ちこむので、リアンの胸に罪悪感が湧いた。それでもその文章を削除するようにとは、とても言えない。

　しばし黙考したグレアムは、書類を示す。

「では、私からも。こちらに一文追加してください。『結婚生活中は、毎日、同じ寝室で寝起きすること』」

「……は？」

　リアンはまたもや面くらった。

「婚前契約書はお互いの利益を守るためのものだ。お前の領地や財産に関することを書いて、持ってきなさい。公こう証人しょうにんに作ってもらうから」

「あなた様と同じ寝室で休むのは、私にとっては大きな利益です」

　グレアムは堂々と言い放つ。

「しかし……」

　リアンにとって、寝室は安全圏だ。グレアムと毎日を過ごすと思うと、気が重い。リアンの表情が強張ったのを見て、グレアムは妥協する。

「週に四日では？」

「三日では駄目か？」

「では、最低・・三日としておきます」

　グレアムはにやりとした。

　なんだか上手く丸めこまれたような気がして、リアンは不安になる。とりあえずは毎日という項目は変更できたから、良しとしておくことにした。

「グレアム、これは守ってくれ。『離婚すると決めたら、一ヶ月の猶予期間を設ける』。突然追い出されては困るのでね」

　グレアムがはあと大きなため息をついた。苛立いらだちをあらわにして、整えていた髪をぐしゃっとかき回す。

「殿下は分かっておいででない」

「何を……？」

　グレアムが急にソファーを立ち、テーブルを回りこんで、リアンの隣に無遠慮に腰かけた。突然距離をつめられ、リアンは身構える。グレアムはリアンをじっと見つめた。

「私は浮気をしませんし、あなたをみすみす手放す真似など絶対にしません。愛する人を痛めつける真似も絶対にしません。剣にかけて誓います」

　リアンは息をのむ。騎士にとって、最上級の重い宣誓だ。

「ここまですれば、安心していただけますか？」

　彼の水色の目は、冬の晴れ間のように優しい。以前と違い、将軍として頑健な意思を持つ男に変わっていたせいで、リアンはひそかにグレアムが怖かった。だが、彼は昔のままの優しさを持っているようだ。

　リアンは自分を恥じ入って、グレアムに謝る。

「気分を害させて悪かった。ちゃんと分かったよ、ありがとう」

「それは良かった」

「しかし、何もお飾りの妻のために、そこまでしなくても……」

　約束を破ったら、利き手を斧おので落とされるのだ。リアンには過剰な配慮に感じられた。

　グレアムはぴたりと動きを止める。

「お飾りの妻ですって？　ここまでしても分からないのですか。しかたありませんね。ご無礼を失礼いたします」

「え？」

　ほっとしたのも束の間、リアンは目を丸くする。グレアムの目が攻撃的な光を浮かべたことに気づいて固まったタイミングで、グレアムはリアンの頬に触れた。かと思うと、身を乗り出して、顔を近づけたのだ。いったいどうしたのだろうかと不思議に思って見ていると、唇にやわらかいものが触れた。

「……んっ」

　キスをされていると気づいた時にはすでに遅く、グレアムはリアンの唇を優しくついばんで、上唇をペロッとなめてから離れた。リアンは呆然と、グレアムを眺める。

「な、何を……っ」

「キスを」

「それは分かっている！　どういうつもりかと聞いているんだ」

「どうするもこうするも。私は告白して、プロポーズしました。あなたは了承した。婚約者同士で愛をはぐくんで、何がいけないのですか？」

　ここにいたって、ようやくリアンは気づいた。グレアムは平静を装っているが、目は笑っていないし、こめかみには青筋が立っている。先ほどと違い、静かに怒っていた。

「こうなったら、行動で示すのみ！　遠慮せず、口説くどかせていただきますので、ご覚悟よろしくお願いいたします」

　グレアムの気迫にのまれ、リアンは青ざめながら頷いた。

「……はいっ」

　それからグレアムは、宝石箱からエメラルドのはまった金の指輪を取り上げ、リアンに握らせた。

「この指輪は、母の形見です。将来、花嫁に渡すように言われました。ですから、あなたにこれを持っていて欲しいのです」

　リアンの薬指には、小さい指輪だ。かといって、小指にはめるには重すぎる。

（母親の形見って……）

　更なる動揺を加えられ、リアンはめまいがして倒れそうな気分だ。しかし、そんな時に限って、都合よく気絶なんてできない。

「リアン様、婚前契約書ですが、こちらでも用意しようと思います。あなたになら全てを差し上げたいところですが、あいにくと侯爵の地位は、いずれ甥おいにゆずる借り物ですので。相続でもめると、あなたに迷惑をかけてしまいますから」

　後日、公証人を同席させ、双方の婚前契約書を完成させようと話してから、グレアムは丁寧にあいさつをして、応接室を出て行った。

　リアンはソファーにへたりこんだまま動けず、扉をぼうっと眺めながら、唇に指先を当てる。きっと顔は真っ赤だろう。

（もしかして、お飾りの妻にするつもりじゃない……のか？）

　告白されたのも初めてなら、キスだってしたことがない初心うぶなリアンは、この事態に戸惑うばかりだった。







〈分冊版②につづく〉





























　あとがき







　こんにちは。もう五月だというのに、寒い日があって困惑しています、夜乃すてらです。

　個人出版本を手に取っていただきありがとうございます。

　今回は、完全書き下ろしの新作です。

　今、とても読みたいものを書きました。

　元傍仕えの騎士が、愛情をこじらせて、王子をめとって、ラブコメで笑いあり、溺愛しつつすれ違いもあって、事件もあり……という感じです。大好きを詰めてますので、にやにやしながら書いている始末です。

　ヒーローが騎士のものが大好きでして、我ながら、似たようなものばかり書いているなあと思っています。同じケーキだけれど、違う味と思っていただけるとうれしいです。実は読んでいるものも、騎士ものばっかりです(笑)




　それはそうと、私には全部を書き終えてから出すという手法が合わないので、できたところから出していこうと決めまして、今回はこのように分冊売りを試すことにしました。

　完結後に合冊版としてまとめて、バラ売りよりずっとお得な値段にする予定です。（だからできれば分冊版は購入しないで、キンドルアンリミテッドで読んでください）

　一ヶ月から二ヶ月以内に、次巻を出せたらいいなと考えていますので、よろしくお願いいたします。




　あとがきは余計だろうかと迷いましたが、分冊の最初の巻ですので、ごあいさつとして記しておきますね。

　それでは失礼いたします。




　二〇二一年五月　桜も緑葉になってきた頃に　























　既刊紹介







◆夜乃森ノベルズ（個人出版）




・『異世界から来た石精使いは、年下騎士に愛される
』

　石精がいるファンタジー世界の物語。長編。

　元教え子の騎士×石精を愛する異世界人。







・『その赤いりんごに、
』

　近未来世界観のオメガバースもの。短編。

　オメガ保護協会員のアルファ視点。お相手は人気モデルのオメガ。







・『その騎士に花を
』

　執着心の強いひねくれた聖騎士×不屈の魔法使い。
　ダンジョンと魔法書があるファンタジー世界観のBL小説です。







◆商業出版




・『白銀のヴィオラント
』ロワ・ノベルズ　一迅社

　悪役に転生した少年・ヴィオラントと、彼を守る忠義の騎士レジオンの主従ラブストーリー。詳しくはリンク先をご覧ください。

　※レーベルがすでに無いため、本での続きは厳しいと思いますが、投稿サイトのほうでは、2021年四月現在、連載途中です。








　奥付







　侯爵将軍は、初恋の王子に愛をささやく




　著者・デザイン：夜乃　すてら　（よるの　すてら）

　画像：Canvaやクリップスタジオの無料素材を利用して作成。




　発行日：2021.5.5.




　連絡先：yorunoseiza777@gmail.com

　誤字脱字など、こちらへご連絡ください。随時、修正いたします。
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